
（１）依頼者（被災者）の気持ちを考えて活動しましょう
・復旧復興の主役は被災された住民（依頼者）であり、ボランティアはそのサポート役です。
・被災された住宅の撮影（写真・ビデオ類）は禁止です。ボランティアによる集合写真（記念写真）の撮影もお断りしています。

（２）ルールやマナーを守りましょう
・個人の思い込みや経験・判断を押し付けることは避けましょう。単独や勝手な行動は厳禁です。

・依頼者のプライバシーや個人情報の取り扱いに注意してください。
・依頼者への営業活動、勧誘行為（政治、宗教等）は禁止です。

・自己完結が基本です。食事や宿泊場所の手配、持ち物の管理などは、個人で行ってください。

　　・被害に遭った地域には、独自の歴史や地域のルールがありますので尊重しましょう。

　　・借りた資機材等は、みんなで管理し忘れずに返却しましょう。
（３）健康管理に注意しましょう
　　・６０分に１回１５分程度（夏季は１０～１５分に１回程度）、必ず休憩しましょう。休憩時間以外でも、個人の体力に合わせて休憩しましょう。

・水分や塩分は十分に補給しましょう。
・安全第一で活動しましょう。活動中に災害が発生した場合は、活動を中断し、ご自身の安全を確保してください。

（４）声をかけ合いながら活動しましょう
・活動する前にお互いの活動内容や役割を確認しましょう。
・リーダーはあくまでグループの調整役です。困ったり、分からないことがあったらみんなで相談しましょう。
　　 
（５）ほう・れん・そう（報告・連絡・相談）を忘れずに
　　　　　＜例えば＞　☞ 怪我をしてしまった・・・
☞ 家財道具などを壊してしまった・・・

　　　　　　　　　　　☞ 予定外の活動を依頼された・・・

　　　　　　　　　　　☞ 謝礼の申し出があった・・・（金品等は必ずお断りしてください。）

　　　　　　　　　　　☞ 活動に対する苦情があった・・・

　　　　　　　　　　　☞ 判断に迷ってしまった・・・

　　　このようなトラブルや分からないことが発生した場合には、リーダーをとおして下記の〇〇災害ボランティアセンターまでご連絡ください。
　



（１）受付（○○：○○～）
　・ボランティア活動保険への加入を必ずお願いします。

・受付表に必要事項を記入してください。当センターでの活動が２回目以降でも、毎回受付をしてください。
　・名札を見えやすいところにつけてください。
　・ポストイットに「氏名（カタカナ）」「携帯電話」を記入して、お持ちください。（３）で使います。
（２）オリエンテーション
　・スタッフから1日の流れ、活動における注意事項などを説明します。

（３）マッチング（活動内容の選択、グループ編成、リーダーの選出）
　・スタッフからの声かけなどにより活動を紹介しますので、希望する活動を選択してください。

　　※依頼状況により、紹介までに時間がかかることや希望する活動を紹介できない場合もあります。

　・活動ごとに募集人数が集まり次第グループをつくり、リーダーを１名決めます。
　・スタッフから「活動場所」「活動内容」「注意事項」などの説明をします。「①活動内容票（兼現地調査票）」「②地図」「③ボランティアを依頼された皆様へ」をお渡ししますので、内容を確認してください。
（４）資機材受け取り

　・活動に必要な資機材を借りて、活動場所まで移動します。車の準備も行い、移動の際は、グルー
プごとに移動してください。

（５）ボランティア活動（○○：○○～○○：○○）
・依頼者に全員であいさつし、リーダーは「③ボランティアを依頼された皆様へ」を渡してください。

　・活動の内容を必ず全員で確認してから、活動を始めてください。

　・トイレや昼食の場所は、依頼者宅にお願いして借りてください。

（６）帰着・資材の返却・活動報告（○○：○○）
　・必ず全員でセンターに戻ってください。帰着後は資機材を返却してください。
　　※帰着後は、うがい・手洗いを必ずしてください。
　・リーダーは受付にて活動報告をお願いします。「活動報告書」に活動した内容を記入し、活動状況等をスタッフに口頭でもお伝えください。

ボランティアの皆さんへ


～本日はありがとうございます！活動前に必ず読んでください～





〇〇災害ボランティアセンター
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○○災害ボランティアセンター


ボランティア受付～活動までの１日の流れ





１日の活動終了です。ありがとうございました。








５

